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第２ 【事業の状況】 

１ 【業績等の概要】 

(1) 業績 

当中間連結会計期間の売上高は、244億64百万円(前年同期比3.6％減)となりました。利益につきまし

ては、営業利益９億43百万円(前年同期比32.8％増)、経常利益９億36百万円(前年同期比29.5％増)、中

間純利益６億62百万円(前年同期比23.2％増)となりました。当中間配当金につきましては、1株当たり

８円とさせていただきました。 

 

 次に事業の種類別セグメントの概況につきまして、ご報告申し上げます。 

 

～医薬品事業～  

  当事業の売上高は、243億93百万円（前年同期比3.6％減）となりました。一方、営業利益は９億６百

万円(前年同期比32.9％増)となりました。  

  

(医療用医薬品部門)  

 当部門におきましては、プロモーションコードの遵守を基本に、ＭＲ(医薬情報担当者)の資質の向上

と学術情報活動の一層の充実を図ってまいりました。最重点領域である消化器官用薬におきましては、

市場環境の変化と市場競争の激化する中、亜鉛含有胃潰瘍治療剤「プロマック®」は、口腔内崩壊錠

「プロマック®Ｄ錠75」の市場浸透が進み売上は増加しました。また、米国インカイン社より導入した

大腸内視鏡前腸管洗浄剤「ビジクリア®錠」を６月に発売いたしました。しかし、Ｈ2受容体拮抗剤「ア

シノン®カプセル75・150」、胃炎・潰瘍治療剤「マーズレン®‐Ｓ顆粒・ＥＳ錠」は、売上が減少いた

しました。 

 これらの結果、当部門の売上高は、152億２百万円(前年同期比8.1％減)となりました。 

 

（コンシューマーヘルスケア部門） 

 当部門におきましては、超高齢社会が進展する中、セルフプリベンションを指向した製品の供給を通

じて市場構築を進めてまいりました。 

なかでも主力製品群である「コンドロイチン群」は、競合品が多数ある中で引き続き順調に伸長し、関

節痛内服薬市場でトップブランドの地位を堅持いたしました。また、植物性便秘薬「ウィズワン®群」

も堅調に推移するなど、製品特性の訴求による市場拡大に努めてまいりました。しかしながら、市場競

争の激化により、滋養強壮剤「ヘパリーゼ®群」など、一部の製品群は苦戦を余儀なくされました。 

 これらの結果、当部門の売上高は91億91百万円（前年同期比4.9％増）となりました。 
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～その他の事業～  

  当事業の売上高は、70百万円（前年同期比7.7％減）となりました。また、営業利益は37百万円(前年

同期比31.2％増)となりました。 

 

  なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。 
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は、期首残高対比88百万円

減少し、19億37百万円となりました。これは営業活動によるキャッシュ・フローが７億３百万円のプラ

スであったものの、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローが各々

７億85百万円、５百万円のマイナスであったことによるものです。  

  当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は、以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 当中間連結会計期間は７億３百万円の資金の増加となりました。これは、税金等調整前中間純利益の

計上11億46百万円、売上債権の減少15億８百万円、たな卸資産の増加２億51百万円、仕入債務の減少６

億51百万円、法人税等の支払い９億97百万円等によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当中間連結会計期間は７億85百万円の資金の減少となりました。これは、投資有価証券の売却等によ

る収入６億63百万円、有形固定資産の取得による支出３億30百万円、無形固定資産の取得による支出３

億43百万円、投資有価証券の取得による支出６億73百万円等によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当中間連結会計期間は５百万円の資金の減少となりました。これは、短期借入金の増加10億40百万

円、預り担保金の増加４億94百万円、長期借入金の返済による支出９億96百万円、自己株式の取得によ

る支出２億10百万円、配当金の支払い３億33百万円によるものであります。  
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２ 【生産、受注及び販売の状況】 

(1) 生産の状況 

生産実績 

  

 
(注) １ 金額は正味販売価額換算で表示しております。 

２ 金額は消費税等抜きで表示しております。 

  

(2) 受注の状況 

当社グループは販売計画並びに生産計画に基づいて生産を行っており、受注生産は行っておりませ

ん。 

  

(3) 商品仕入の状況 

商品仕入実績 

  

 
(注) １ 金額は実際仕入額で表示しております。 

２ 金額は消費税等抜きで表示しております。 

  

事業の種類別セグメントの名称

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

金額(千円) 前年同期比(％)

医薬品事業

(1) 医療用医薬品部門 7,992,415 △1.0

(2) コンシューマーヘルスケア部門 7,031,821 △5.3

小計 15,024,236 △3.0

その他の事業 ― ―

合計 15,024,236 △3.0

事業の種類別セグメントの名称

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

金額(千円) 前年同期比(％)

医薬品事業

(1) 医療用医薬品部門 4,923,350 △13.9

(2) コンシューマーヘルスケア部門 1,432,901 △13.4

小計 6,356,251 △13.8

その他の事業 ― △100.0

合計 6,356,251 △13.8
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(4) 販売の状況 

販売実績 

  

 
(注) １ 主な相手先の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

なお、前中間連結会計期間の第一三共株式会社向け販売実績は、合併前の第一製薬株式会社に対するもの

であります。両社は平成19年４月１日付で合併し、社名を第一三共株式会社としております。 

 
２ 金額は消費税等抜きで表示しております。 

  

事業の種類別セグメントの名称

当中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

金額(千円) 前年同期比(％)

(1) 医療用医薬品部門 15,202,430 △8.1

医薬品事業 (2) コンシューマーヘルスケア部門 9,191,452 4.9

小計 24,393,882 △3.6

その他の事業 70,381 △7.7

合計 24,464,263 △3.6

相手先
前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

株式会社メディセオ・
パルタックホールディ
ングス

2,573,665 10.1 2,582,514 10.6

第一三共株式会社 3,215,423 12.7 2,541,926 10.4
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３ 【対処すべき課題】 

当中間連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。 
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４ 【経営上の重要な契約等】 

当中間連結会計期間において締結された経営上の重要な契約は、以下のとおりです。 

 
  

  

５ 【研究開発活動】 

研究開発部門におきましては、国際的に通用する新薬の創製を念頭に、自社オリジナル品の海外での臨

床試験を積極的に推進するとともに、海外で実績がある薬剤を導入し、国内での開発を進めております。 

 注力領域である消化器分野の新薬パイプライン強化に取り組む中で、米国インカイン社より導入した大

腸内視鏡前腸管洗浄剤「ビジクリア®錠」は、平成19年４月に承認され、６月に発売いたしました。  

 また、スイス・ティロッツ社より導入した炎症性腸疾患治療剤「Z-206」は、潰瘍性大腸炎を対象とし

たフェーズⅢを終了し、申請のための準備を進めております。また、クローン病については、協和発酵工

業株式会社と平成19年１月に締結した共同開発及び共同販売契約に基づき、臨床試験の準備を同社と共同

して進めております。  

 日米欧３極で開発を進めている自社オリジナル品の「Z-338」は、機能性ディスペプシアを適応として

国内ではフェーズⅡを終了し、フェーズⅢ開始に向けての準備を進めております。また、欧州でフェーズ

Ⅱ、米国では実施許諾契約に基づきアステラス製薬株式会社がフェーズⅡを実施しております。  

 「プロマック®」につきましては、味覚障害を対象とした効能追加のフェーズⅢを実施しております。 

 「Z-360」は、欧州において膵臓癌に対するフェーズⅠb／Ⅱaを終了し、フェーズⅡ開始に向けた準備

を進めております。また、「アンサー®注」は子宮頸癌に対する追加フェーズⅢを引き続き進めておりま

す。  

 独立行政法人科学技術振興機構の開発委託を受けたアレルギー性鼻炎治療剤「Z-207」は臨床試験開始

に向けて準備を進めております。  

 また、平成19年８月にテムリック株式会社と共同開発及び独占的販売に関するライセンス契約を締結し

た肝細胞癌用薬「Z-208」につきましても、臨床試験開始に向けて準備を進めております。  

 「アシノン®錠75mg・150mg」につきましては、平成19年３月に承認され、11月より販売を開始いたしま

した。  

 コンシューマーヘルスケア製品につきましては、新製品、ＰＢ品を順次発売いたしました。  

 当中間連結会計期間の研究開発費は23億98百万円（前年同期比 17.0％減）となりました。  

  

  

契約会社名 相手先 国名 契約の内容 対価 契約期間

ゼリア新薬工業 
株式会社

テムリック 
株式会社 日本

Z-208（タミバロテン）
の肝細胞癌の治療及び予
防医薬品としての共同開
発及び独占的製造販売に
関する契約

契約一時金及
び一定率のロ
イヤリティー
（支払）

2007.8.27～発売
後10年間または
特許の権利期間
の満了日のいず
れか遅い日まで
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独立監査人の中間監査報告書 
 

  

平成18年12月14日

ゼリア新薬工業株式会社 

  

取締役会 御中 

  
  
  
 

  
 

  

  
 

  

  

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているゼリア新薬工業株式会社の平成18年４月１日から平成19年３月31日までの連結会計年度の中間連結会

計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対

照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書につい

て中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続

等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査

の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸

表の作成基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社及び連結子会社の平成18年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する中間連結会計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)の経営成績及びキ

ャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

  

 

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  河  合     寛  ㊞

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  若  林   博 史  ㊞

※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別

途保管している。
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独立監査人の中間監査報告書 
 

  

平成19年12月14日

ゼリア新薬工業株式会社 

  

取締役会 御中 

  
  
  
 

  
 

  

  
 

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられているゼリア新薬工業株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの連結会計年度の

中間連結会計期間(平成19年４月１日から平成19年９月30日まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間

連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計

算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損な

うような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続

等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査

の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸

表の作成基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社及び連結子会社の平成19年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する中間連結会計期間(平成19年４月１日から平成19年９月30日まで)の経営成績及びキ

ャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

  

 

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  若 林   博 史  ㊞

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  内 田   好 久  ㊞

※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別

途保管している。
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独立監査人の中間監査報告書 
 

  

平成18年12月14日

ゼリア新薬工業株式会社 

  

取締役会 御中 

  
  
  
 

  
 

  

  
 

  

  

当監査法人は、証券取引法第193条の２の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ているゼリア新薬工業株式会社の平成18年４月１日から平成19年３月31日までの第53期事業年度の中間会計

期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間

損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような

重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心

とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果と

して中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社の平成18年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中

間会計期間(平成18年４月１日から平成18年９月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

  

 

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  河  合     寛  ㊞

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  若  林   博 史  ㊞

※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別

途保管している。
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独立監査人の中間監査報告書 
 

  

平成19年12月14日

ゼリア新薬工業株式会社 

  

取締役会 御中 

  
  
  
 

  
 

  

  
 

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられているゼリア新薬工業株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第54期事業年度

の中間会計期間(平成19年４月１日から平成19年９月30日まで)に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対

照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査

法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような

重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心

とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果と

して中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成

基準に準拠して、ゼリア新薬工業株式会社の平成19年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中

間会計期間(平成19年４月１日から平成19年９月30日まで)の経営成績に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上 

  

 

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  若 林   博 史   ㊞

指定社員 
業務執行社員

公認会計士  内 田   好 久   ㊞

※ 上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別

途保管している。
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